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前書き 

パンデミック後の時代の未来の職場を視覚化する組織は、破壊的な変化への準備を進めています。近年、グローバル化、自

動化、デジタル化の進展により、仕事の性質、職場、労働力が変化しています。国境なき組織の出現はまた従業員が彼らが

働く場所をますます選択することを意味します。仕事はもはや「仕事」や物理的な場所ではありません。時間や物理的な境

界が定義されていない継続的なタスクになり、私生活とシームレスに統合されています。COVID-19は、これらのトレンド

の重要なインフルエンサーおよびアクセラレーターになります。

グローバルパンデミックが発生する前、ビジネスリーダーは仕事の将来に備えるために急速なデジタル化をますます受け入

れてきました。多国籍企業や中小企業から教育機関や医療施設まで、COVID-19はすべての組織を予想よりも早く未来へと押

し込みました。

リモートワーク：新しい通常

5％

パンデミッ

ク前

50％

パンデミッ

ク中

25％

パンデミッ

ク後

コンタクトセンターエージェント

2％

パンデミッ

ク前

50％

パンデミッ

ク中

15％

パンデミッ

ク後

リモートオフィスワーカー

出典：Frost＆Sullivan

世界中の組織が革新的な戦略とデータ主導の洞察を採用して、従業員が安全かつ実用的な方法で仕事を再開できるようにす

るにつれ、遠隔地での仕事とオフィスへの時間差の混在が新たな現実になります。ビジネスリーダーと従業員は、組織を次

の正常な状態に備えるための幅広い職場変革を十分に受け入れる必要があります。問題は、彼らはその準備ができているか

ということです。

COVID-19は、人々の生活や働き方を永遠に変える、未来の仕事の破壊的な触媒となるでしょ

う。 
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人と技術の交差に関する新しい通常のヒンジ

パンデミック後の世界をナビゲートすることは、人とテクノロジーという2つの重要な要素に帰着します。従業員が在宅勤務

（WFH）に長時間シフトするなどの抜本的な変化を経験した場合、時として制限された騒々しいスペースで、それは簡単で

はありません。多くの場合、非生産的で効果がありません。デジタルコラボレーションテクノロジーにより、分散した作業

チームの関与とつながりを維持しながら、この移行をスムーズに行っています。WFHへの移行により、世界中のユーザーが

生産性の急上昇を報告しています。調査データは、平均して、遠隔地の従業員はオフィスで働く従業員と比較して、毎月1.4

日、または毎年16.8日多い労働をしていることを示しています。日、または毎年16.8日多い労働をしていることを示しています。日、または毎年16.8日多い労働をしていることを示しています。 1 1 1 別の調査では、回答者の85％が、勤務時間と勤務地の柔軟 別の調査では、回答者の85％が、勤務時間と勤務地の柔軟 別の調査では、回答者の85％が、勤務時間と勤務地の柔軟

性が向上した結果、ビジネスの生産性が向上したと述べています。性が向上した結果、ビジネスの生産性が向上したと述べています。 2 2

進行中の危機は2つのことを証明しています。人々は自宅から効果的に仕事ができることと、次世代のコラボ

レーションツールに投資することで、接続を維持し、ビジネスの継続性を可能にすることです。 

ITの意思決定者とビジネスリーダーは、次の5つの重要な優先事項に焦点を当てることにより、急速に展開する新しい作業順序に適応する

ために、一貫したアプローチをとる必要があります。

• 近い将来に目を向ける-リモート作業を標準的な運用手順に長期的に統合します。

• 仮想チームカルチャーを構築する-リモートワーカーを引き付けるパーソナルコラボレーションツールに投資するこ

とで、スマートワークの採用を加速します。

• ユーザーのサポート-効果的なリモート作業のためのユーザー教育とベストプラクティスを提供します。

• かつてないスケーラビリティを確保-ハイパースケールクラウドに投資し、通信デバイスとクラウドサービス全体でテ

クノロジーを取得するための標準化を実装します。

• ガバナンスとセキュリティの確保-ユーザーとワークフローの管理性と監視を強化することにより、組織のコン

プライアンスとセキュリティ体制に対するWFHの影響を評価します。

1. https://www.airtasker.com/blog/the-benefits-of-working-from-home/

2.出典：IWGグローバルワークプレイス調査

分散した労働力には、物理​​的なオフィスの同僚と可能な限り近くにいるクラス最高のコミュニケ

ーションが必要です。チームチャット、ビデオ、コンテンツのコラボレーションは、いつでもど

こでも仕事の中心となります。
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仕事の未来と変化する職場 

代替の机の座席や厳密に割り当てられたワークスペースから一方向の歩道、衛生化されたオフィス、より健康的な空気循環

システムまで、地震の変化により、企業は標準的な作業慣行を再考する必要に迫られています。新しいエコシステムは、オ

フィスでの5日間の占有を必要としません。ハイブリッドオフィスの出現により、一連の場所、タスク、チームにわたる作業

が再形成されるため、従業員はホームオフィスから物理的な職場に簡単に移行できます。

仕事の未来を再構築する強力な力

S

新しい職場

• パーティションと可動壁を備えた再構成されたオープンオ

フィス

• 机の間隔を空けて調整された床プラン

• 占有が減少したオフィスおよび会議室

• 非接触会議室の登場

• 新しい離隔プロトコルに対応するための不動産拡張-会議室の

増加

• ますます分散するチームを接続するためのあらゆるスペースのビ

デオ 

新しい労働力

• 集中型組織から分散型組織へのシフト

• 機能横断的で自己組織化された小さなチームを持つフラット組織

• ハイブリッド労働力、請負業者、ギグ労働者、フリーランサー

• アジャイルプロセスを備えた小規模プロジェクト

• 従業員の幸福と目的への新たな焦点

ハイブリッドオフィス

• 長期WFHプログラム

• 時差勤務スケジュール

• ニーズに基づくオフィスの存在

• リモート操作と運用回復力の必要性

• シームレスなワークライフ統合

テクノロジーとデータ主導の作業

• 旅行制限およびその他のビデオ会議

• 職場と会議室の占有率、ユーザーの行動、テクノロジーの使

用状況を追跡するAIと豊富な分析

• ハイブリッド作業を容易にするユーザー優先のアプリとデバイス

• クラウドベースの統合された統合通信

• 新しいサプライチェーンとコスト/運用の最適化

• 確立されたワークフローの再考—リモートアクセス/ビデオインタ

ラクションへのシフト

ource：Frost＆Sullivan



6

職場の破壊的なシフトへの対応 

無断複写・転載を禁じます©2020 Frost＆Sullivan

明日の仕事に備える

明日のワークフローは大きく異なります。人事部門にとって、それは新しいリモートワークポリシーの伝達、ビデオインタビュー、仮想

オンボーディングとトレーニングの実施、従業員の士気とエンゲージメントのための仮想ウェルネスプログラムの実装を意味します。売

り上げの面では、対面でのクライアントの訪問が減り、ビデオインタラクションと仮想デモが増えます。マーケティングに関しては、リ

ードとエンゲージメントを構築するために、デジタルマーケティングとより多くのマーケティングウェビナーへのシフトを加速すること

を意味します。リストは無限大です。結論：ビジネス、教育、ヘルスケアのあらゆる側面が変化し、デジタル化の新しい時代へと私たち

を突き動かします。

出張制限と制限された社内のプレゼンスは、新しい標準になります。そして、旅行が戻ったとき、それは大きく異なって見

えます—航空会社が無数の新しい安全を導入しているので、それはより多くの時間と面倒になります。これまで以上に、ビ

ジネスユーザーは旅行よりもビデオ会議の効率を好みます。

リモート作業への急速な移行は、テクノロジーの採用とユーザーの期待に消えない影響を与えます。

85％ 

ビジネスリーダーの割合は、ポリシ

ーと技術を導入して、遠隔地の柔軟

な労働力をサポートする計画だと述

べています

80％ 

の労働者は、彼らがしなかっ

た仕事よりも柔軟な仕事を提

供する仕事を選ぶと言います

65％ 

企業の多くは、遠隔地での作業

が設備投資/運用コストの削減と

リスク管理に役立つと述べてい

ます

53％

従業員のうち、ワークライフバランスを

改善し、個人の福祉を向上させることが

「非常に重要」であると述べています 

出典：デル、ギャラップ、IWG

オフィスへの通勤時間をなくし、ワークライフバランスを改善し、最適な時間に集中して作業できる能力は、リモート作業

の多くの利点の1つです。さらに、オフィススペースと運用コストがすぐに節約されます。また、ギグワーカー、フリーラ

ンサー、請負業者、および地理的に異なる従業員にまたがる人材プールの拡大を支援します。

リモートワーカーとオフィスワーカーの両方のバランスをとることは、ますます多くの企業にとって現実になります。その

結果、企業は、より新しく魅力的なコミュニケーション方法を見つける必要があります。今こそ、分散した場所やチーム間

での豊富なやり取りを可能にする最先端のコミュニケーションおよびコラボレーションソリューションに投資する長期的な

戦略を構築する時です。

ビデオコラボレーションへの投資は、リモートワーカーを支援します

自宅で仕事をすることは、従業員が人間のコミュニケーションの力を犠牲にし、豊かな対面のやり取りを忘れるべき

だという意味ではありません。今日の多くの主要組織にとって、ビデオ会議は重要なコミュニケーションツールにな

っています。ビデオ会議の採用は急速に拡大しています。
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動画の採用が好調

収益 座席ライセンス

$ 7.8 

億

$ 13.8 

億 

86.7 

2023年に100万シ

ート

2018年

2023

複合年間成長率（CAGR）

次世代デバイス、インテリジェントクラウドサービス

、AIを駆使した 

ユーザーエクスペリエンス。

12.1％ 
複合年間成長率（CAGR） 複合年間成長率（CAGR） 21.5％21.5％

出典：Frost＆Sullivan

経営幹部レベルの意思決定者に対する最近のFrost＆Sullivanの世界的な調査では、ビデオ会議のヘビーユーザーは、製品イ

ノベーションが6倍速く、カスタマーエクスペリエンスが5倍向上し、ライトユーザーよりも意思決定が6倍加速していると

報告しています。

6倍

より速い製品イノベー

ション

6倍

意思決定の加速

6倍

改善された顧客 

経験

出典：Frost＆Sullivan

同僚、ビジネスパートナー、顧客との協力関係を維持することは、ビジネスの革新と成功のまさに構造です。最新のビデオ

会議は画期的なものであり、リモートワーカーや分散したチームが顔を見ながら話し合ったり、ファイルや画面を共有した

り、ホワイトボードのアイデアを共有したりできます。ただし、これまで、リモートワーカーがアクセスできるテクノロジ

は、現代のオフィスで行われてきた進歩に追いついていません。リモートワークは伝統的に、「十分な」通信が許容される

妥協された環境と見なされてきました。

リモートワーカーは、最新の会議室で慣れているのと同じ効果的で手間のかからないビデオ会

議エクスペリエンスを期待しています。これは、展開が簡単で使いやすく、クリックするだけ

の高品質でスムーズな会議です。



8

職場の破壊的なシフトへの対応 

無断複写・転載を禁じます©2020 Frost＆Sullivan

在宅勤務の従業員は、より優れたコラボレーションエクスペリエンスを通じてつながりを維持したいと考えています。新

しい働き方を採用しない企業は、新しいサプライチェーンとの関係を構築できず、従業員間のより良いコミュニケーショ

ンで繁栄する創造性と生産性を見逃し、俊敏性と革新性が低下します。

ITが重要-効果的なコラボレーションを実現するための5つの重要

な成功要因

COVID-19は世界中の組織に短期間でリモート作業に切り替えることを余儀なくさせました。多くの組織にとって移行はかな

りうまくいきましたが、ITおよびビジネスのリーダーは目に見えないいくつかの落とし穴を発見しました。一貫性のあるリ

モートワーク実装ポリシーは、アクセシビリティ、セキュリティ、および管理性に広範な影響を及ぼします。必要なコミュ

ニケーションツールを提供するだけでは不十分です。移行を成功させるには、明確で長期的なテクノロジー実装ガイドライ

ンと継続的なサポートも必要です。組織がどのように古い作業方法に戻るかを知るのは時期尚早ですが、ビジネスリーダー

は先を見据えて準備する必要があります。ITおよびビジネスリーダーは、労働者の健康と安全を確保することに加えて、摩

擦のない作業を可能にする次の主要な原則に焦点を当てる必要があります。

1

組織全体でリッチなコラボレーションにアクセスできるようにします。

• 生産的な個人コラボレーション –疲労を最小限に抑えながら、生産性の高い作業を可能にするように設計生産的な個人コラボレーション –疲労を最小限に抑えながら、生産性の高い作業を可能にするように設計

されたすべての技術的必需品を使用して、デスクをセットアップする従業員を支援します。これらには

、快適な人間工学に基づいたマウスとキーボード、高品質のビデオ会議用の外部Webカメラ、騒々しい

家庭環境やオフィス向けのノイズキャンセリングヘッドセットが含まれます。

• スマートな会議室体験 –会議室は、簡単でアドホックで機敏なコラボレーションを促進する必要があスマートな会議室体験 –会議室は、簡単でアドホックで機敏なコラボレーションを促進する必要があ

ります。オートフレーミング、バックグラウンドノイズ抑制機能を備えたインテリジェントオーディ

オ、ワンタッチで参加できるインスタントコントローラー、インスタントコンテンツ共有用のデジタ

ルコントローラー、卓越したスマートなケーブル配線を備えた高品質の会議カムを中心とした最新の

会議室テクノロジーに投資してください部屋は散らかっています。高価な専用機器や複雑な構成を必

要とせずに、簡単に設置できるソリューションを選択してください。

• Any-to-Anyコミュニケーション –ボーダーレスな今日の仕事では、豊富な社内外のコAny-to-Anyコミュニケーション –ボーダーレスな今日の仕事では、豊富な社内外のコ

ラボレーションが不可欠です。ITは、会議室の会議カメラとオーディオデバイスが密

接に統合され、Google、Microsoft、Zoomのようなインテリジェントクラウドサービ

ス向けに構成されていることを確実にすることにより、将来を見据えた投資を行いな

がら、全体的なセキュリティフレームワークを提供することで、テーブルの賭けとな

っています。
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2

３

4

5

サポートと一貫したユーザーエクスペリエンスを確保する – ITは、包括的なガイドラインとサポートと一貫したユーザーエクスペリエンスを確保する – ITは、包括的なガイドラインと

、必要な技術を習得するための手引きをユーザーに提供する必要があります。リモートワーカーは、従

業員が自宅とオフィスの二重の作業環境のバランスをとるように、包括的なITサポートとすべての会議

環境とスペース全体で一貫したユーザーエクスペリエンスを可能にする最高のオーディオビデオデバイ

スとクラウドサービスを取得する必要があります。

前例のないスケールを実装する –組織が新しい離隔ポリシーに合わせて調整し、会議室の収容人数前例のないスケールを実装する –組織が新しい離隔ポリシーに合わせて調整し、会議室の収容人数

の制限を実装する場合、ITリーダーは施設のマネージャーと他チームと連携して、より多くの会議スペ

ースに投資できるようにする必要があります。会議室とビデオ会議の数が増えると、ITはビジネスニー

ズの拡大に応じてスケールアップとスケールダウンが可能なソリューションを慎重に選択し、品質に妥

協することなく価値を提供する必要があります。

統合された管理と分析を活用 –会議室の数が増え、リモート作業が柔軟に拡大するにつれ統合された管理と分析を活用 –会議室の数が増え、リモート作業が柔軟に拡大するにつれ

て、リモートアップグレードを含むリモートの管理と監視、および家、オフィスのデスクトッ

プ、会議室全体の潜在的な問題の解決のために、ITが単一の窓ガラスにアクセスできることが

重要です。およびBYOデバイス。さらに、データ駆動型の深い洞察は、会議室の問題をリアル

タイムで可視化し、会議に影響を与える前に問題を解決できるようにしながら、ITが会議室の

使用状況や物理的な距離などのファセットを管理するのに役立ちます。

AIの力を利用する – AI主導の機能強化により、私たちの働き方が変化しています。スマーAIの力を利用する – AI主導の機能強化により、私たちの働き方が変化しています。スマー

トオートフレーミング、仮想バックグラウンド、アダプティブオーディオ、自動トランスク

リプトなどの機能により、最も困難な環境にいるリモートワーカーは、プロのように見える

だけでなく、自信を持って会議を行うことができます。
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次のステップ-後ろにワーカーがいません 

変化はしばしば新しい機会をもたらし、予期しない方法でイノベーションを促進します。私たちの道に来る大きな混乱があ

ります。遠隔作業はここにとどまり、これまで以上に、私たちの作業方法の不可欠な部分になります。組織は、ユーザーと

パフォーマンスに重点を置いた作業環境とコラボレーションツールの選択肢をユーザーに提供できるように、今すぐ準備す

る必要があります。ビデオコラボレーションは、ますます細分化された労働力をまとめる接着剤です。従業員、顧客、パー

トナーをより良く結びつけ、全員を同じページに保つだけでなく、より俊敏で効率的で持続可能なビジネスを構築します。

職場全体をビデオ対応にする必要性がかつてないほど高まっています。妥協のない、豊富なビデオコラボレーションエクスペ

リエンスにより、自宅にいてもオフィスにいても、作業員が取り残されることがなくなります。以下を提供する先進的なテク

ノロジープロバイダーを特定、提携、進化させます。

• 使いやすさ 卓越したユーザーエクスペリエンスを備えています。使いやすさ 卓越したユーザーエクスペリエンスを備えています。

• 費用対効果 組織全体のデジタル変革のために。費用対効果 組織全体のデジタル変革のために。

• 柔軟性と規模 ビジネスニーズに合わせて進化します。柔軟性と規模 ビジネスニーズに合わせて進化します。

• 投資保護 任意のクラウドプラットフォームで作業する。投資保護 任意のクラウドプラットフォームで作業する。

• 一貫したユーザーエクスペリエンス すべての会議環境とスペースにわたって。一貫したユーザーエクスペリエンス すべての会議環境とスペースにわたって。

クラス最高のビデオとコンテンツのコラボレーションは、デジタルトランスフォーメーションの基礎となり、イノベーショ

ン、意思決定、市場投入までの時間を短縮します。ビジネスリーダーやITの意思決定者にとって、今や仕事の場所を問わず、

すべての労働者とすべてのスペースでビデオの力を解き放ち、ビジネスを再発明し、競争上の優位性を生み出す機会が今あ

ります。



グローバルチームとの会議をスケジュールする ソートリーダーシップを体験し、あグローバルチームとの会議をスケジュールする ソートリーダーシップを体験し、あ

なたのアイデア、機会、課題をディスカッションに統合します。

私たちをご覧ください デジタル変革 ウェブページ。私たちをご覧ください デジタル変革 ウェブページ。私たちをご覧ください デジタル変革 ウェブページ。

このホワイトペーパーで取り上げたトピックについて詳しく知りたいですか？877

.GoFrostに電話して、興味のある論文を参照してください。アナリストから連絡を

差し上げます。

次のステップ

私たちのいずれかに参加 成長イノベーションとリーダーシップ（GIL） 隠れた成長の機会を私たちのいずれかに参加 成長イノベーションとリーダーシップ（GIL） 隠れた成長の機会を私たちのいずれかに参加 成長イノベーションとリーダーシップ（GIL） 隠れた成長の機会を

発掘するイベント。
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Fax 650.475.1571

サンアントニオ
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ーク566チズウィックハイロードロンドンW4 

5YF Tel +44（0）20 8996 8500 
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myfrost@frost.com 877.GoFrost http://www.frost.com

フロスト＆サリバン

Growth Partnership CompanyであるFrost＆Sullivanは、クライアントと協力して、今日の市場参加者を成功させたり壊したりするグローバルな

課題と関連する成長の機会に取り組む先見の明のあるイノベーションを活用します。50年以上にわたり、私たちはGlobal 1000、新興企業、公
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